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論文内容の要旨
本論文は、英語の 3 つの構文(所有格表現、分詞構文、 Have 構文)の適格な使用条件について検討し、それぞれ
の構文の多様な意味範囲・使用範囲が、互いに関連する自然なカテゴリーを形成していることを実証的に論じたもの
である。全体は 8 章からなる。
第 1 章「課題と構成」では、本論文で扱う現象の概説と本論文の構成について述べる。第 2 章「理論的背景ー認知
言語学とその基本的概念-J では、本論文が援用する認知言語学的な立場、すなわち言語は閉じたシステムではなく、
他の認知機構と共通する法則によって捉えられ、また影響を受けるものとする理論的立場を概観する。第 3 章「共時
研究と通時研究との接点-用法基盤モデ、ノレ-J では、本論文の分析の基本を成すプロトタイプカテゴリー論について
概説する。
第 4 章及び第 5 章「所有格表現カテゴリー(1) 、 (2)J では「所有格表現」を扱い、その適切な使用のための条件が検
討される。所有格となるものは、参照点一つまり目印・手がかりとして十分に機能するものーであるのが自然であり、
その手がかりとなり得るものは、典型的には語の意味構造によって保証される参与者、つまり、主要部名調のドメイ
ン内に概念上存在するものでなければならない。更に、適格な所有格表現となるためには、 1) 所有格名詞が主要部
名調の指示対象を同定するに十分なトピック性を担っていること、 2) 所有格名調は主要部名詞を理解するドメイン
内に存在する参与者であること、 3) 所有格名詞によって主要部名詞が唯一的に同定できるような関係が成立するこ
と、の 3 点を総合的に満たしている必要がある。この 3 点が語葉特性だけで問題なく成立しているものがプロトタイ
プ的な理怨の所有格表現となるが、実際にはこれらの 3 点のうちいくつかが文脈によって補われる場'合にのみ臨時的
に可能となるような、周辺的な事例も多い。それゆえ所有格表現の適格性を決める要因は、文脈による補正や話者の
主体的な場面の読み込みといった、動的、弾力的な側面を持つものであるという結論に達している。
第 6 章「分詞構文カテゴリーのネットワークと拡張」は、英語の分詞構文における事態認知・事態把握のあり方を
考察する。分詞構文では定形動詞が 1 つしか存在しないため、 2 つ以上ある事態のうちどれか 1 つを主たる事態とし
て前景に据え、その他の事態は背景化されたものとなっている。本論文は、事態のアスペクトという時間的な特性に
基づいてこの構文を分析し、事態の言語化の選択が Figure-Ground とし、う一般的認知能力によって司られているこ
とを明らかにする。また、分詞構文の意味は多岐にわたるが、いずれも(同時性)という基本的意味において互いに
関連性を持っており、また、その(同時性)の具体化のされ方の違いによって、分詞構文の表す意味関係の多様性が
説明されることを明らかにする。
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第 7 章 íHave 構文カテゴリーの発展について」は、用法基盤モデ、ル (Usage-Based Model)という、言語は可変
的なもの、言語知識は実際の具体的使用事例に基づいて構成されていくものとする考え方を Have 構文の変化プロセ
スに応用する。まず共時的な観点から、 Have 構文の使役と受動(経験)という 2 つの異なる解釈について、因果連
鎖分析により事態認知の観点から説明を試みる。また、通時的観点、から、 Have 構文のもともとの意味は「なにかが
どこかにある」という「存在J を表しており、そこから次第に「経験する、影響を被る」の解釈を経て、最終的に使
役の解釈へと到達した。その発達過程を、他の使役・知覚動詞構文と関連付けながら、用法基盤モデルに基づく考え
方で分析する。
以上の観察を踏まえて、最後の第 8 章「結論」では総括を行う。本論文で採用された認知言語学的知見から、各構
文の分析で得られた理論的意義を振り返り、言語の構文研究を行う際に、言語構造だけではなく、意味機能、その表
現が用いられている場面、文脈、用いている話者といった言語外要素との関わりも視野に入れることが必要であるこ
とを確認する。
論文審査の結果の要旨
本論文は、最新の認知言語学の概念を適切に援用しながら、英語の 3構文について共時的・通時的分析を試みたも
のである。記述は概ね穏当で、論文としてのまとまりに優れ、文章も平易で読みやすく、用例も豊富かつ適切であり、
極めて完成度の高い英語構文研究となっている。分調構文カテゴリーについては、英語のみならず日本語のナガラ節、
テ節との類似点・相違点を指摘するなど、意欲的な試みも見られる。本論文の眼目は、 3 つの構文分析を通して、英
語構文と事態認知・事態把握の関係を理論的に明らかにすることであるが、最新の認知言語学の成果を援用すること
により、申請者の意図するところは十分達成されていると言ってよい。
しかしながら、次のような点は更に発展さすべき今後の課題として残されているように思われる。①最新の理論を
援用しているとはいえ、概ね、先行する学説の適用としづ枠組み内での記述にとどまっており、学説そのものに対す
るオリジナルな貢献という点は余り強く打ち出されていない。恐らくそれは、記述対象が専ら英語にとどまっている
という点にも深く関係するであろう。今後さらに日本語話者としての利点を生かし、積極的に日本語との対照研究を
進め、そこから理論への貢献を果たしてほしい。②第 7 章の Have 構文カテゴリーの発展は、問題の性質上やむを得
ない点があるとは言え、状況証拠に基づく推測の域を出ない論述の積み重ねとしづ印象を与える。「用法基盤モデ、ノレ」
についても、こどもの言語獲得の研究を踏まえるなどして、批判的検討を加えていく必要も感じられる。③第 4 章 (49)
のスキーマについて プロトタイプとの区別は明確か、種々雑多な条件でスキーマを規定することに問題はないか、
3 つの条件の重要性の順序はどうなっているか等に関し、疑問が残る。
このように、若干の問題点を併せ持っとはいえ、これらはむしろ今後の発展のための課題として捉えられるべき性
質のものであり、本論文の価値を本質的に損なうものではない。よって、本論文は博士(文学)の学位にふさわしい
ものと認定する。
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